
東京大学は日本の大学として最も活発な知的財産活動を展開しており、特許出願件数や特許権保有件
数、実施許諾権利数において国内トップの地位を維持している 。2022年度末時点で4,924件の特
許権を保有し、出願中案件を含めると約7,800件の特許案件を管理している 。年間の発明届件数は
500-600件で推移し、承継率は89.3%に達している 。

技術移転収入は累計125億円を超え、東大関連スタートアップは526社に達し、そのうち148社が東京
大学の知的財産を活用している 。特に注目すべきは、単独保有特許権の実施許諾先の57%がスタ
ートアップ企業である点で、大学発ベンチャーの創出に積極的に取り組んでいる 。

東京大学の知的財産管理は、産学協創推進本部と株式会社東京大学TLO（東大TLO）の連携により実
施されている 。東大TLOは承認TLOとして技術移転事業の中核を担い、発明の評価から特許出願、
マーケティング、ライセンス契約まで一貫したサービスを提供している 。

スタンフォード大学は1970年に設立されたOffice of Technology Licensing (OTL)を通じて、50年間
で4,512件の発明をマーケティングし、総純収入5億8100万ドルを達成している 。同大学の特徴
は、発明の約20%が発明者自身のスタートアップによってライセンス供与される「自己ライセンス」
モデルにある 。

収益性の高い発明（純収入1000万ドル以上）はすべて自己ライセンスによるものであり、100

万-1000万ドルの発明の59%も自己ライセンスとなっている 。ロイヤリティ分配は純収入の3分の
1ずつを発明者、発明者の部門、発明者の学部に配分する明確なシステムを採用している 。

MITは技術移転において研究リソースの活用に基づく大学帰属を原則としつつ、発明者への実施補償
金の適切な配分を行っている 。同大学は特に「Fundamental Research」の条件を重視し、研究
成果の公表に制限がかからない研究環境の維持を重要視している 。

東京大学の知的財産戦略：国際比較分析と包括的新戦
略の提案

1. 東京大学の現状分析

1.1 知的財産活動の実績
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1.2 組織体制と運営
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2. 海外主要大学との比較分析

2.1 スタンフォード大学の先進的モデル
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2.2 MITの包括的アプローチ
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オックスフォード大学はOxford University Innovation（旧Isis Innovation）を通じて知的財産管理を
行い、年間約100件の新規特許出願と100件程度のライセンス契約を締結している 。同大学は特
にスピンアウト企業の創出に注力し、包括的なインキュベーション支援を提供している 。

Comparison of IP Strategy Effectiveness Across Leading Universities

東京大学の国際特許出願件数は年間約600件と、米中の主要大学と比較して少ない状況にある 。
これはグローバルな事業展開を見据えた特許ポートフォリオ構築が不十分であることを示している
。外国出願にかかる費用は全体の6割強を占めるものの、日本出願との件数比はほぼ同等に留まっ

ている 。

発明届の約3割が大学院工学系研究科から提出されており、生産技術研究所や情報理工学系研究科な
ど工学関連部局に集中している 。一方で、年間10件以上の発明届に関わる研究者がいる反面、提出
実績のない研究者も存在し、全学的な知的財産活動の底上げが課題となっている 。

2.3 オックスフォード大学の専門的体制
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3. 東京大学の主要課題

3.1 国際展開の限界
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3.2 発明創出の分野偏在
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女性発明者を含む発明届の割合は15%前後で推移しており、女性教授・准教授の割合（2022年時点
で15.5%）と比較しても明確な改善傾向が見られない 。これは多様な視点からの技術革新機会を逸
している可能性を示唆している。

特許権の68%が共有特許であり、特に民間企業との共有特許においては、共有相手企業による特許発
明の事業化が期待される一方で、第三者への実施許諾が困難な場合が存在する 。この状況は研究成
果の社会実装機会を制限する要因となっている。

Tokyo University IP Strategy: Current Challenges vs. Proposed Improvements

東京大学の新たな知的財産戦略は、「社会実装機会の最大化」と「資金の好循環形成」を最優先ミッ
ションとし、5つの戦略的柱で構成される包括的アプローチを提案する。

3.3 ダイバーシティの不足
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3.4 共有特許の活用課題
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4. 包括的新知財戦略の提案

4.1 戦略フレームワークの概要



Tokyo University Comprehensive IP Strategy Framework

4.2 戦略的柱1：強化されたIP エコシステム

グローバル特許戦略の展開

米国、EU、中国、日本を核とした戦略的特許ポートフォリオの構築 [12] [13]

年間国際特許出願数を現在の600件から1000件以上へ拡大

AI活用による特許検索・分析システムの導入 [12] [14]

クロスファカルティ・イノベーション促進

工学系以外の学部・研究科からの発明創出支援強化

学際的研究プロジェクトにおける知的財産戦略の統合 [15]

人文社会科学分野を含む全学的な知的財産活動の推進

4.3 戦略的柱2：スタートアップ・商業化エンジン

先進的インキュベーション施設

東京大学アントレプレナープラザの機能拡充 [1]

バイオ実験対応ウェットラボの増設

国際的なアクセラレータープログラムとの連携強化 [16]



株式対価ライセンスモデル

新株予約権を活用した柔軟な実施許諾制度の導入 [17]

スタートアップの成長段階に応じた段階的ライセンス料設定

大学による株式保有を通じた長期的価値創造への参画

企業ベンチャー連携

大型企業の経営資産をスタートアップに提供する仕組み構築 [17]

コーポレートベンチャーキャピタルとの戦略的連携

オープンイノベーションプラットフォームの設立

4.4 戦略的柱3：バイオテック・AI特化戦略

専門的IP管理体制

バイオテクノロジー分野の専門的知的財産管理ユニット設立 [18] [13]

AI関連発明の評価・保護に特化したシステム開発 [19] [14]

ライフサイエンス商業化部門の独立運営

デジタルヘルス・イノベーションハブ

医療データ標準化技術（HL7FHIR等）の活用促進 [1]

AI創薬・診断技術の知的財産戦略策定 [20]

バイオインフォマティクス分野での特許・営業秘密の最適化 [18]

4.5 戦略的柱4：ダイバーシティ・インクルージョン プログラム

女性研究者IP支援

「UTokyo 男女+協働改革#WeChange」との連携強化 [1]

女性研究者向け知的財産制度研修の充実

女性発明者のネットワーキング機会創出

インクルーシブ・イノベーション促進

多様な背景を持つ研究者の発明創出支援

国際的な研究者コミュニティとの知的財産協力 [21]

学際的チームによる新規技術開発の奨励



4.6 戦略的柱5：産業連携改革

柔軟な共同研究契約

大学知財ガバナンスガイドラインに基づく契約改革

第三者ライセンス権限の確保

共同研究成果の社会実装を促進する仕組み構築

オープンイノベーション プラットフォーム

企業との戦略的産業同盟の形成

知的財産の共同活用スキームの開発

国際的な産学連携ネットワークへの参画 [22]

5. 実装ロードマップ（2024-2030年）

5.1 フェーズ1：基盤構築（2024-2025年）

重点取組項目

新IP ガバナンスフレームワークの確立

AI活用IP管理システムの導入 [12]

バイオテック特化ユニットの設立

女性研究者IP研修プログラムの開始

共同研究契約の抜本的改革

目標指標

スタートアップ創出：年間20社

国際特許出願：700件

年間収入：90億円

女性参画率：20%

5.2 フェーズ2：加速・拡大（2025-2027年）

重点取組項目

国際IP オフィス（米国・EU）の設立

株式対価スタートアップライセンスの本格実施

AI・バイオテック商業化の拡大

産業連携の強化

グローバル特許戦略の展開



目標指標

知的財産活用スタートアップ：累計160社 [1]

国際特許出願：850件

年間収入：110億円

女性参画率：25%

5.3 フェーズ3：グローバル リーダーシップ（2027-2030年）

重点取組項目

グローバル・イノベーションハブの設立

AI・バイオテックIP 分野でのリーダーシップ確立

先進的商業化モデルの完成

国際的卓越性の実現

持続可能なイノベーション・エコシステム構築

目標指標

スタートアップ創出：累計250社

国際特許出願：1000件以上

年間収入：150億円

女性参画率：30%



Tokyo University IP Strategy Implementation Timeline (2024-2030)

知的財産活動を「費用」ではなく「投資」として位置づけ、社会実装機会の最大化に必要な費用を基
にした戦略的予算計画を策定する。国際特許出願支援の大幅な拡充と、スタートアップ支援のための
専用ファンド設立を含む。

米国（シリコンバレー）、欧州（ロンドン）に東京大学の国際IP オフィスを設立し、現地での技術移
転活動と投資家ネットワーク構築を推進する 。

国内外の技術移転専門家、ベンチャーキャピタリスト、IP 戦略コンサルタントで構成される諮問委員
会を設立し、戦略の継続的改善と国際ベストプラクティスの導入を図る 。

新たな知的財産管理システムの機能を拡張し、AI活用による発明評価、特許ランドスケープ分析、ラ
イセンス機会の自動識別機能を統合したプラットフォームを構築する 。

2030年までに以下の成果達成を目指す：

提案する包括的知的財産戦略の実現により、東京大学は以下の社会的インパクトを創出する：

6. 支援インフラストラクチャー

6.1 専用IP予算配分

6.2 国際IP オフィス

[23] [24]

6.3 専門家諮問委員会

[25] [26]

6.4 デジタルIP管理プラットフォーム

[1] [12]

7. 期待される成果と社会的インパクト

7.1 定量的成果目標

知的財産活用スタートアップ：累計250社（うち海外展開企業50社）

年間国際特許出願：1000件以上

技術移転収入：年間150億円

女性発明者参画率：30%

グローバル大学IP ランキング：トップ5入り

7.2 社会的インパクト

イノベーション・エコシステムの強化：多様な研究成果の迅速な社会実装を通じた産業競争力向
上

グローバル技術リーダーシップ：AI・バイオテック分野での国際的プレゼンス確立

持続可能な研究資金循環：知的財産収入の研究投資への再配分による自律的発展

ダイバーシティ推進：多様な人材による創造的研究活動の促進



東京大学の現在の知的財産戦略は国内では優秀な成果を上げているものの、国際競争力とイノベーシ
ョン創出力において更なる飛躍が必要である 。スタンフォード大学、MIT、オックスフォード大
学との比較分析から明らかになった課題に対し、本提案の包括的戦略は以下の革新をもたらす：

この新戦略の実施により、東京大学は世界トップクラスの知的財産・技術移転機関として、日本のイ
ノベーション・エコシステムを牽引し、グローバルな社会課題解決に貢献する存在となることが期待
される 。

⁂

8. 結論

[27]

1. 戦略的統合性：5つの戦略的柱を有機的に連携させた統合アプローチ

2. グローバル視点：国際特許戦略と海外技術移転拠点による世界展開

3. 専門分野特化：AI・バイオテック分野での専門的知的財産管理

4. ダイバーシティ重視：包摂的イノベーションによる創造力最大化

5. 産業連携改革：柔軟で効果的な産学協創モデルの確立

[28] [22] [23]
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